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内容 

 平成 11年の改訂版刊行以来、約25年ぶりの全面改訂です。これまでの構成を大きく変更し、初学者向けに書
式や図を数多く取り入れ、可能な限り平易な表現を用いるとともに、実務の導入書としての役割も果たせるよう
に作成され、強制執行の準備行為としての債務者の財産状況の調査に関する制度である財産開示制度や情報
取得制度についても言及されており、本書一冊で民事執行手続全般について理解することができます。 
民事執行に関与するすべての実務家にとって格好の書です。 
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